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2018年度・社会貢献に関わる実情調査について(協力依頼)

　「実業団陸上 of the Year 社会貢献賞」の2018年度選考が近づいてまいりました。
スタートした2017年度においては、6連盟の登録チームおよび個人から予測以上の活動報告書が事務局に挙げられてきました。連合の定款は、この団体の目的を「陸上競技の振興と相互の交流を図るとともに、・・わが国の陸上競技界の発展に寄与する。」と謳っていますが、山積みされた報告書からは、多くの登録者の皆様が、草の根の活動を積み重ねて陸上競技の普及と認知向上に努めておられることが窺えます。2017年度の活動実績につきましては連合ホームページの「社会貢献」からご覧になれます。
　つきましては、2018年度につきましても、同様の調査を実施いたします。この調査は、単に表彰選考の資料とすることが目的ではなく、皆さんが行われている現場での活動実績を把握し、その情報を共有することで活動の広がりを図りたいという思いから行っています。趣意ご理解の上、ご多用中恐縮ですが、下記要領にて調査にご協力くださるようお願い致します。

記
1. 調査対象
(調査の内容は2017年度と変更有りません)
登録チームもしくは登録者個人が行った社会貢献活動
*ここにいう社会貢献活動とは、陸上競技の普及促進、当連合、連盟の社会的イメージ向上に貢献するすべての活動をいいます。以下に例示を記しますがあくまで一例として受け止めてください。
　　　例　・陸上教室の開催等
　　　　　・学校授業への講師派遣
　　　　　・地域でのスポーツ普及活動／委員会等のアドバイザー
　　　　　・災害被災地慰問活動等
　　　　　・養護ホーム等への訪問活動等
2. 調査対象期間
　　2018年度（2018.4.1～2019.3.31）内における活動
    *後述のように締切日が年度末よりも早く設定されていますが、回答日以降3月末までの活動については「予定」の記入で可です。
3. 回答方法／締め切り
　　別添の回答シートに記入し、メールにて所属連盟事務局あてに送信してください。
　　締め切り　2019年2月28日(木)
4. その他
回答いただいた内容は前年同様、後日、連合HPに公開します。予めご了承ください。
5. 問合せ先
　日本実業団陸上競技連合事務局　03-6268-0218　鎌倉　jita1@n06.itscom.net
  中部実業団陸上競技連盟事務局　0566-26-7607　畑田　naoki.hatada@toyota-boshoku.com
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